■科目：成人看護学概論　第１回
■ テーマ
成人期の理解と生活課題への支援
■ 目的
成人期の特徴や課題を理解し、看護職として成人が抱える生活課題をどのように支援するかについて考察する。
■ 目標
1. 成人期のライフステージとしての特徴を説明できる。
2. 成人に求められる社会的役割と心理的課題について理解できる。
3. 成人が抱える生活課題を看護職としてどのように支援するかを考え、自身の考えを述べることができる。

■授業構成
	時間配分
	内容
	指導方法

	15分
	成人期の定義を確認し、青年期・中年期・壮年期・老年期との違いを図で示しながら、成人期のライフステージとしての位置づけを理解する
	講義

	20分
	就労・家庭内の役割・育児・介護など、成人に求められる社会的役割の多様性と、それによる身体的・精神的負担について事例を交えて解説する
	講義

	15分
	成人期に特有の心理的課題として、アイデンティティの再構築、孤独感、ストレスへの対応、自己実現への欲求などを具体例を通して紹介する
	講義

	20分
	看護職として、生活課題を抱える成人への支援の視点（傾聴・情報提供・地域資源の活用など）を示し、支援のあり方を考察する
	講義・事例紹介

	15分
	成人が直面する課題（例：介護と仕事の両立、育児による孤立感など）をテーマに、どのような支援が可能かをグループで話し合う
	グループワーク

	5分
	グループごとの意見を発表し、教員がポイントを整理してまとめる
	発表・講義

















第1回 成人期とは何か
1．成人期の定義とライフステージにおける位置づけ
（１）成人期とは
· 成人期は、青年期を終えた後の発達段階であり、概ね20歳代以降の時期を指す。
· 発達心理学では、身体的な成熟がほぼ完了し、社会的・職業的に自立していく時期とされる。
（２）青年期との違い
	青年期
	成人期

	自立に向けた準備の段階
	社会的責任を実際に果たす段階

	学業やキャリアの模索
	就労・家庭生活の開始と継続

	アイデンティティの確立が課題
	役割の両立と自己実現が課題


（３）ライフステージにおける位置づけと移行
成人期は、以下のライフステージへと段階的に移行する。
· 中年期（40〜64歳頃）：職業的ピーク、親の介護、子どもの自立支援など新たな責任が増加
· 壮年期（中年期と同義に用いられる場合もある）：家庭・地域・職場での役割の集大成期
· 老年期（65歳〜）：定年退職後の生活、健康の維持、社会との関わり方の再構築
（４）成人期の特徴と課題
· 多くの社会的役割（労働者、配偶者、親、子など）を担う
· 心身の健康と社会的関係を両立させながら、「自分らしく生きる」ことが求められる
· 発達課題としては、以下が挙げられる：
· 就労とキャリア形成
· パートナーシップの構築
· 家庭内役割の調整（育児・家事・介護など）
· 経済的自立と生活の安定
· 人間関係・社会参加の継続

2．成人に求められる社会的役割とその負担
成人期には、同時並行的に複数の社会的役割を果たすことが求められる。それぞれの役割には、期待と責任が伴い、時には役割間の葛藤が生じることもある。
（１）主な社会的役割とその内容・負担
	役割
	内容
	主な負担

	就労
	経済的自立、職業的責任、職場内での人間関係、キャリア形成
	長時間労働、仕事上のストレス、昇進へのプレッシャー、人間関係の摩擦

	家庭
	配偶者との関係づくり、家事の分担、家庭運営
	パートナー間の役割分担の不均衡、家事負担の集中、夫婦間の摩擦

	育児
	子どもの成長支援、教育、しつけ
	育児と仕事の両立による時間的制約、育児ストレス、孤立感（特に母親）

	介護
	親や義親の身体的・精神的介護
	身体的疲労、介護にかかる経済的負担、感情的ストレス、老老介護の深刻化



（２）同時に複数の役割を果たすことの影響
· 時間的余裕の欠如：一日のスケジュールに追われ、自己の時間が確保しづらい
· 心身の健康への影響：過労、睡眠不足、ストレス性疾患（胃腸障害、うつ症状など）
· 役割間の葛藤：仕事と家庭、育児と介護など、相反する要求に直面することが多い
· 支援の必要性：社会制度や周囲の支えがない場合、孤立や燃え尽きにつながる可能性がある

3．成人期にみられる心理的課題
成人期は、多くの社会的役割や責任を果たす中で、多様な心理的課題に直面しやすい時期である。これらの課題は個人の内面にとどまらず、生活や健康にも大きな影響を及ぼす可能性がある。
（１）主な心理的課題とその背景・影響
	課題
	内容
	背景・関連要因
	影響

	アイデンティティの再構築
	自分自身のあり方や価値を再認識する過程
	昇進・転職、結婚・出産、介護の開始など、役割の変化
	自信の喪失、不安感、抑うつ的傾向

	孤独感
	他者とのつながりの欠如、孤立感
	ワークライフバランスの不均衡、家族との関係不和、SNS中心の人間関係
	無気力感、社会的引きこもり、自己肯定感の低下

	ストレス
	心身に負担を与える心理的緊張
	時間的制約、経済的困難、複数の役割間の葛藤
	頭痛・胃痛・不眠・過食・抑うつなどの身体症状

	自己実現の欲求
	自分らしく生きたい、やりがいを感じたいという思い
	ルーティン化した生活、職場での評価、家庭での役割制限
	虚無感、モチベーション低下、人生に対する迷い



（２）心理的課題と身体的症状の関連
· 心理的ストレスは、しばしば身体症状として現れる（心身症）。
· 例：動悸、胃痛、睡眠障害、過換気症候群、肩こりなど
· 看護職としては、身体症状の背景に心理的要因が潜んでいる可能性を常に念頭に置く必要がある。

（３）支援に必要な視点
· 成人の心理的課題は、環境・ライフステージ・社会的役割と密接に関係している。
· 表面的な症状だけでなく、その背景にある思いを傾聴・受容する姿勢が重要である。
· 必要に応じて、専門機関（心理士・精神科等）との連携も視野に入れる。







4．看護職としての視点：成人が抱える生活課題への支援
成人期には、就労・家庭・育児・介護など多くの役割と責任を同時に抱えることから、身体的・心理的・社会的に複雑な課題が生じやすい。看護職は、こうした課題に対して多面的かつ柔軟な支援を行うことが求められる。
（１）支援における基本視点
	視点
	説明

	個別性の理解
	一人ひとりの生活背景、価値観、人生経験を尊重する。画一的対応ではなく、個人に応じた支援が必要。

	全体性の把握
	身体だけでなく、心理・社会・スピリチュアルな側面も含めた総合的な理解を重視する。

	社会的背景への配慮
	経済状況、家庭環境、就労状況など、その人を取り巻く環境要因に注目する。



（２）看護職による具体的支援の例
	支援方法
	内容
	目的

	傾聴・共感的態度
	本人の話に耳を傾け、否定せずに受け止める
	不安の軽減、信頼関係の構築

	情報提供
	社会資源（相談窓口、制度）、医療・福祉サービスの紹介
	問題解決の選択肢を広げる、自立支援

	多職種連携
	医師、保健師、ケアマネジャー、臨床心理士などとの協働
	包括的な支援体制の構築、専門性の活用

	セルフケア支援
	睡眠・栄養・運動・ストレス対処法の指導
	健康の保持増進、自己管理能力の向上



（３）看護職として大切にすべき姿勢
· 「その人らしさを尊重すること」を支援の中心に置く
· 本人が主体的に生活を選び、実行できるように「エンパワメント（力を引き出す）」の視点で関わる
· 対応にあたっては、「沈黙・非言語的サイン」などにも敏感になる

5．まとめ
· 成人期は多様な役割と課題を同時に担う時期であり、看護職としての理解と支援が求められる。
· 成人の生活背景や心理的側面を把握し、適切な援助を提供するためには、広い視野と柔軟な対応力が必要である。






第1回　復習ワーク：成人期とは何か（全10問）
【Ⅰ】選択問題（各1点 × 5問）
次の問いに対して、最も適切なものを1つ選びなさい。
問1. 成人期の特徴として最も適切なものはどれか。
A. 心身の急激な発達がみられる時期である
B. 社会的責任から解放される時期である
C. 複数の役割を担いながら生活を送る時期である
D. 加齢による心身の機能低下が著しい時期である

問2. 成人に求められる社会的役割に含まれないものはどれか。
A. 就労
B. 育児
C. 介護
D. 義務教育の履修

問3. 成人期にみられる心理的課題に関する記述で、正しいものはどれか。
A. ストレスは社会的支援がある場合には生じない
B. 成人は自己実現を求めることはほとんどない
C. 孤独感は成人期には無関係である
D. 成人期はアイデンティティの再構築が求められる時期である

問4. 成人期の支援において、看護職が重視すべき視点はどれか。
A. 健康問題だけに注目する
B. 全員に同じ助言をする
C. 社会的背景も含めた理解をする
D. 対話よりも指導を優先する

問5. 成人にとってのストレスの要因として適切でないものはどれか。
A. 育児と就労の両立
B. 経済的プレッシャー
C. 学校生活への適応
D. 職場内での人間関係

【Ⅱ】記述問題（各2点 × 3問）
問6. 成人期のライフステージとしての位置づけについて、青年期との違いを含めて説明しなさい。（80字以内）
問7. 成人に求められる複数の社会的役割と、その役割がもたらす負担の具体例を挙げて説明しなさい。（100字以内）
問8. 成人期にみられる心理的課題の一つを挙げ、それがどのような生活状況から生じるか説明しなさい。（80字以内）

【Ⅲ】考察問題（各3点 × 2問）
問9. あなたが看護職として成人と関わるとき、孤独感を抱える人に対してどのような関わりをしたいと考えるか。理由も含めて述べなさい。（150字以内）
問10. 成人のセルフケア支援を行う際に、看護職が配慮すべき点は何か。事例を交えて具体的に述べなさい。（150字以内）

解答例
【Ⅰ】選択問題
	問題
	解答

	問1
	C

	問2
	D

	問3
	D

	問4
	C

	問5
	C



【Ⅱ】記述問題
問6 解答例：
成人期は青年期の後に位置し、自立に向けた準備から社会的責任を果たす段階へと移行する時期である。
問7 解答例：
成人は就労や育児、親の介護など複数の役割を担い、それぞれに伴う責任やストレスが重なることで、心身の健康に影響を与えることがある。
問8 解答例：
ストレスは育児と仕事の両立によって生じやすく、時間的・精神的余裕を失うことで悪化する可能性がある。

【Ⅲ】考察問題
問9 解答例：
孤独感を抱える成人には、傾聴と共感の姿勢を大切にし、話しやすい関係づくりに努めたい。また、地域の支援団体や相談機関の情報提供を通じて、孤立を防ぎ、社会とのつながりを回復する支援を行いたい。
問10 解答例：
糖尿病の成人患者に対しては、自己管理が継続できるように食事や運動の習慣づけを支援する。看護職は、患者の生活スタイルや仕事の状況を踏まえた現実的な提案を行い、無理なく続けられる方法を一緒に考える姿勢が重要である。



【事例演習】成人期における生活課題と看護支援（全８問）
Aさん（38歳・男性）はIT企業の中間管理職である。妻（36歳）と小学生の子ども2人（8歳・5歳）、要介護状態の母親（67歳）と同居している。仕事は残業が多く、部下のマネジメントや業務調整に追われる日々である。
家庭では妻と家事や育児を分担しているが、母親の介護負担が増加し、Aさんの休日は介護や育児に費やされ、休息が十分に取れていない。最近は「仕事も家も負担が大きく、自分が追い詰められている」と感じ、眠れない夜が続いている。頭痛も頻発し、職場の健康診断で看護職から保健指導を受けることになった。

◆設問
問1.
Aさんが担う「成人期に求められる社会的役割」を具体的に3つ挙げなさい。

問2.
Aさんの役割負担から想定される心理的課題を3つ挙げ、それぞれについて簡潔に説明しなさい。

問3.
Aさんの「頭痛」「不眠」はどのような心理的・身体的メカニズムによって生じている可能性があるか、説明しなさい。

問4.
成人期のアイデンティティ再構築とは何か。Aさんの立場を踏まえ具体的に説明しなさい。

問5.
看護職として、Aさんの抱える生活課題を支援する際に必要な視点「個別性」「全体性」「社会的背景」について、それぞれAさんの事例に即して説明しなさい。

問6.
Aさんに対して行うべき具体的な支援策を3つ挙げ、それぞれ簡潔に説明しなさい。

問7.
Aさんが感じている「孤独感」や「ストレス」に対して、看護職が面談時にどのようなコミュニケーションを心がけるべきか述べなさい。

問8.
Aさんのように複数の役割負担が重なる成人に対して、看護職として長期的にどのようなフォローアップを行うことが望ましいか、具体的に述べなさい。


◆解答例
問1 解答例
· 就労（中間管理職としての職務と部下のマネジメント）
· 育児（小学生2人の養育・教育）
· 介護（要介護の母親の世話）

問2 解答例
· ストレス：多忙な仕事と家庭介護の両立による精神的負担
· 孤独感：誰にも相談できない孤立感が強まっている
· アイデンティティの揺らぎ：家庭と職場での役割変化により自己像が不安定になっている

問3 解答例
長時間の精神的緊張や慢性的ストレスにより自律神経が乱れ、頭痛や不眠など身体症状として表出している可能性が高い。心理的負荷が身体症状の引き金となっている。

問4 解答例
アイデンティティ再構築とは、自分の役割や立場の変化に応じて自己理解を見直す過程である。Aさんは、管理職・父親・介護者という複数の役割を統合しながら、自分らしい生き方を模索している段階である。

問5 解答例
· 個別性：Aさんの職種や家族構成、健康状態を考慮し、個々の事情に合った支援を行う。
· 全体性：身体症状だけでなく心理的・社会的状況も包括的に捉える。
· 社会的背景：介護保険サービスや職場の支援体制など、利用可能な社会資源を把握し活用を促す。

問6 解答例
· 傾聴と共感：Aさんの話を十分に受け止め、心理的安心感を提供する。
· 情報提供：介護サービスやストレスマネジメントの方法を案内する。
· 多職種連携：保健師やケアマネジャー、職場の産業看護職と連携して支援を強化する。

問7 解答例
安心して話せる環境づくりに努め、批判せず共感的に受け止める姿勢を示す。ストレスや孤独感の具体的な内容を丁寧に引き出し、本人が抱える悩みを言語化できるよう援助することが重要である。

問8 解答例
定期的な健康状態のチェックや心理的支援の継続、介護・育児負担の変化に応じた支援計画の見直しを行うことが望ましい。加えて、本人のセルフケア能力向上と社会資源活用を促進するフォローアップを実施する。

